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員への態度変乱 自立尊重,謝罪表札 感謝の伝達の 7カテゴリーが明らかにされ,病期と開通
する傾向を認めた｡以上より.OMQ で得られる情報は母親における子どもの心理的要求の理解
を珠め.回復に向けた積極的な相互作用の促進に有用である可能性が示唆された｡
論 文 審 査 結 果 の 要 旨
特異な食行動や言語表出の少なさから小児･思春期にある摂食障害患者の母親-の心理的
欲求を把握することは困難を極めるが､本研究はその心理的欲求を明らかにする目的に行われ
た｡23名の摂食障害患者を対象に､著者らによって開発されたOneMessageQuestion(たった
一つだけ母親に今伝えたいメッセージは?)を用いた構造化された面接法により行われた｡その
結果､密着要求､愛情希求､目標達成-の協力要請､家族員-の態度変容､自立尊重､謝罪
表明､感謝表明など7つのカテゴリー を明らかにしたものである｡さらに､母親-の心理的欲求は､
摂食障害の臨床病期(拒食期･過食期･安定/慢性期)や欲求充足度との関連を認め､臨床的に
も極めて有用である可能性を示唆したものとして､価値ある業績であると認める｡
よって､本研究者は博士(医学)の学位を得る資格があると認める｡
